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第1章 概要 

Stellaris® LM4F120 ローンチパッド評価キット (EK-LM4F120XL) は、ARM® Cortex™-M4F ベース

のマイクロコントローラを搭載した低コストの評価プラットフォームです。Stellaris® ローンチパッドは、

LM4F120H5QR マイクロコントローラの USB 2.0 デバイス・インターフェイスとハイバネーション・モジ

ュールを備えていることが設計上の大きな特徴です。また、カスタム・アプリケーション用のプログラマブ

ルなユーザー・ボタンと RGB LED も備えています。さらに、Stellaris® LM4F120 ローンチパッド 
BoosterPack 用 の ヘ ッ ダ ー に よ っ て 、 別 売 り の Stellaris® BoosterPack お よ び  MSP430™ 
BoosterPack とのインターフェイスを使い Stellaris® ローンチパッドの機能を簡単に拡張することがで

きます。図 1-1 に Stellaris® ローンチパッドの写真を示します。 

 

図 1-1  Stellaris® LM4F120 ローンチパッド評価キット 
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キットの内容 
Stellaris® LM4F120 ローンチパッド評価キットには、次のものが含まれています。 

 Stellaris® ローンチパッド評価キット (EK-LM4F120XL) 

 オンボード Stellaris® インサーキット・デバッグ・インターフェイス (ICDI) 

 USB マイクロ B プラグ ～ USB-A プラグ・ケーブル 

 クイック・ガイド (はじめにお読みください) 

使用方法 
Stellaris® LM4F120 ローンチパッド評価キットを使用するための推奨手順は次のとおりです。 

1. キットに同梱されているクイック・ガイドの手順をご参考ください。Stellaris® ローンチパッドを数分間

で組み立てて動作させることができます。初期導入に関する追加情報については、

www.ti.com/stellaris-launchpad をご参照ください。 

2. ローンチパッド BoosterPack の使用が可能になります。Stellaris® BoosterPack および互換性の

ある MSP430™ BoosterPack は、www.ti.com/stellaris-launchpad から別途購入することができま

す。 

3. 任意の ARM ツール・チェーンと Stellaris ペリフェラル・ドライバ・ライブラリを使用して、プロジェク

ト 0 からアプリケーション開発を開始します。ソフトウェア・アプリケーションは、オンボード 

Stellaris® インサーキット・デバッグ・インターフェイス (ICDI) を使用してロードすることができます。

プログラミングの手順については、第 3 章「ソフトウェア開発」をご参照ください。StellarisWare ペリ

フェラル・ドライバ・ライブラリ・ソフトウェア・リファレンス・マニュアルには、ソフトウェアの構造と機能に

ついての具体的な情報が記載されています。プロジェクト 0 の詳細については、

www.ti.com/stellaris-launchpad/project0 をご参照ください。 

4. ハードウェアのカスタマイズと組み込みを行い、様々なアプリケーションで使用することができます。

回路の動作を理解したり、ハードウェアの修正を行う際には本書をご参考ください。 

機能 
Stellaris® ローンチパッドには次のような機能があります。 

 Stellaris® LM4F120H5QR マイクロコントローラ 

 USB デバイス用 USB マイクロ B コネクタ 

 RGB ユーザー LED 

 ユーザー・スイッチ×2 (アプリケーション、ウェイク) 

 0.1 インチ (2.54 mm) のグリッド間隔でヘッダーまで引き出された I/O 

 オンボード Stellaris® インサーキット・デバッグ・インターフェイス (ICDI) 

 スイッチで電源を選択可能 

– ICDI 

– USB デバイス 

 リセット・スイッチ 

 事前にロードされた RGB クイックスタート・アプリケーション 

 USB ライブラリとペリフェラル・ドライバ・ライブラリを含む StellarisWare® ソフトウェアによるサポート 
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 Stellaris® ローンチパッド評価プラットフォームは BoosterPack 用に XL インターフェイスを使った機

能拡張用のヘッダーを備えています。  

– Stellaris® ローンチパッドで使用可能な BoosterPack については、

www.ti.com/stellaris-launchpad をご参照ください。 

BoosterPack 
Stellaris® ローンチパッド評価キットを使用することで、Stellaris® LM4F120H5QR マイクロコントロー

ラのアプリケーションを簡単に開発でき、また費用を抑えることができます。Stellaris® BoosterPack お

よび MSP430™ BoosterPack は、Stellaris® ローンチパッドで使用可能なペリフェラルとアプリケーシ

ョンの機能を拡張することができます。BoosterPack は、Stellaris® ローンチパッドで使用したり、別の

基板に組み込んで搭載された LM4F120H5QR マイクロコントローラ上でも使用することができます。詳

細については、第 2 章の 「マイクロコントローラ、USB、拡張、ボタン、LED (回路図は 18 ページ)」 を

ご参照ください。 

仕様 
表 1-1 に Stellaris® ローンチパッドの仕様を示します。 

表 1-1  EK-LM4F120XL 仕様 
パラメータ 値 

基板電源電圧 次のいずれかの電源による 4.75～5.25 VDC 
 デバッガ (ICDI) USB マイクロ B ケーブル (PC に接続) 
 USB デバイス マイクロ B ケーブル (PC に接続) 

寸法 2.0 インチ (50.8 mm) x 2.25 インチ (57.15 mm) x 0.425 インチ (10.79 mm) 
(長さ x 幅 x 高さ) 

ブレークアウト電源出力  3.3 VDC (最大 300 mA) 
 5.0 VDC (3.3 VDC の使用により、23 mA～323 mA) 

RoHS ステータス 準拠 
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第2章 ハードウェアの説明 

Stellaris® ローンチパッドには、Stellaris LM4F120H5QR マイクロコントローラが搭載され、内蔵する 
Stellaris® インサーキット・デバッグ・インターフェイス (ICDI) が組み込まれており、様々な役に立てる

ペリフェラル機能があります (図 2-1 のブロック図を参照)。この章では、これらのペリフェラルの動作と、

マイクロコントローラへのインターフェイスの方法について説明します。 

図 2-1  Stellaris® ローンチパッド評価キットのブロック図 
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機能の説明 

マイクロコントローラ、USB、拡張、ボタン、LED (回路図は 18 ページ) 

マイクロコントローラ 

Stellaris LM4F120H5QR は、32 ビット ARM® Cortex™-M4F ベースのマイクロコントローラであり、

256 KB フラッシュ・メモリ、32 KB SRAM、80 MHz 動作、USB デバイス、ハイバネーション・モジュー

ルなどの様々なペリフェラルを備えています。デバイスの詳細については、LM4F120H5QR マイクロコ

ントローラのデータ・シート (文書番号: DS-LM4F120H5QR) をご参照ください。 

マイクロコントローラ信号は、そのほとんどがピッチ 0.1 インチ (2.54 mm) のヘッダーにルーティングさ

れます。内蔵マルチプレクサを使用して各種ペリフェラル機能をこれらの GPIO パッドに割り当てることが

できます。外付けの回路を追加する場合には、評価キットの電源レールに追加される負荷を考慮してく

ださい。 

LM4F120H5QR マイクロコントローラは、工場出荷時にクイックスタート・デモ・プログラムがプログラミン

グされています。クイックスタート・プログラムはオンチップ・フラッシュ・メモリにストアしており、クイックス

タート・アプリケーションが他のユーザー・プログラムによって書き換えられない限り電源投入時に実行さ

れます。 

USB デバイス 

Stellaris® ローンチパッドには USB マイクロ B コネクタが搭載されており、USB2.0 デバイス動作が

可能です。表 2-1 に USB デバイスで使用される信号を示します。 

表 2-1  USB デバイスの信号 
GPIO ピン ピン機能 USB デバイス 

PD4 USB0DM D– 
PD5 USB0DP D+ 

 
USB デバイスとして接続された場合、Stellaris® ICDI または USB デバイス・コネクタのいずれかから

評価キットに電源を供給することが可能です。ユーザーは、POWER SELECT スイッチ (SW3) を 
Device の位置に設定することにより、電源を選択できます。19 ページのパワー・マネージメント回路図

をご参照ください。 

ユーザー・スイッチと RGB ユーザー LED 

Stellaris® ローンチパッドは、RGB LED を備えています。この LED は、事前にストアさている RGB 
クイックスタート・アプリケーションを使うことができ、カスタム・アプリケーション用に設定することもできま

す。 

キット上には、2 つのユーザー・ボタンがあります。ユーザー・ボタンは、事前にストアされたクイックスタ

ート・アプリケーション上で RGB LED の光スペクトルの調整、およびハイバネーションの開始と終了で

使用ができます。また、ユーザーのカスタム・アプリケーションで他の目的に使用することもできます。 

さらに、評価キットは緑の電源 LED も備えています。 

表 2-2 に、これらの機能とマイクロコントローラのピンとの接続を示します。 

表 2-2  ユーザー・スイッチと RGB LED の信号 
GPIO ピン ピン機能 機能 

PF4 GPIO SW1 
PF5 GPIO SW2 
PF1 GPIO RGB LED (赤) 

PF2 GPIO RGB LED (青) 

PF3 GPIO RGB LED (緑) 
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ヘッダーと BoosterPack 

2 列に並んだ 2 つのヘッダーは、LM4F120H5QR マイクロコントローラのほとんどの GPIO ピンにマ

ッピングされています。これらの列には、コネクタ J1、J2、J3、J4 のラベルが付いています。コネクタ J3 
と  J4 は、コネクタ  J1 と  J2 の  0.1 インチ  (2.54 mm) 内側に配置されています。Stellaris® 
LM4F120 ローンチパッド BoosterPack XL インターフェイスは、J1、J2、J3、J4 コネクタの 40 本すべ

てのヘッダー・ピンで構成されます。表 2-3、表 2-4、表 2-5、表 2-6 に、各ヘッダー・ピンとマイクロコ

ントローラ・ピンとの接続、および選択可能な GPIO 機能を示します。 

注： PC 上の専用ソフトをを使用して、デバイスのペリフェラルを簡単かつ直観的に設定する方法に

ついては、www.ti.com/tool/lm4f_pinmux の Stellaris® LM4F Pinmux Utility をご参照くださ

い。このソフトにより GPIO の代替機能を正しく簡単に設定ができます。 

表 2-3  J1 コネクタ 
GPIOPCTL レジスタの設定 

J1 ピン GPIO Stellaris 
ピン GPIOAMSEL 1 2 3 7 8 9 14 

1.01 3.3 V 
1.02 PB5 57 AIN11 - SSI2Fss - T1CCP1 CAN0Tx - - 
1.03 PB0 45 - U1Rx - - T2CCP0 - - - 
1.04 PB1 46 - U1Tx - - T2CCP1 - - - 
1.05 PE4 59 AIN9 U5Rx - I2C2SCL - CAN0Rx - - 
1.06 PE5 60 AIN8 U5Tx - I2C2SDA - CAN0Tx - - 
1.07 PB4 58 AIN10 - SSI2Clk - T1CCP0 CAN0Rx - - 
1.08 PA5 22 - - SSI0Tx - - - - - 
1.09 PA6 23 - - - I2C1SCL - - - - 
1.10 PA7 24 - - - I2C1SDA - - - - 

 

表 2-4  J2 コネクタ 
GPIOPCTL レジスタの設定 

J2 ピン GPIO Stellaris 
ピン GPIOAMSEL 1 2 3 7 8 9 14 

2.01 GND 
2.02 PB2 47 - - - I2C0SCL T3CCP0 - - - 
2.03 PE0 9 AIN3 U7Rx - - - - - - 
2.04 PF0 28 - U1RTS SSI1Rx CAN0Rx T0CCP0 NMI C0o - 
2.05 RESET 
2.06a PB7 4 - - SSI2Tx - T0CCP1 - - - 
2.07b PB6 1 - - SSI2Rx - T0CCP0 - - - 
2.08 PA4 21 - - SSI0Rx - - - - - 
2.09 PA3 20 - - SSI0Fss - - - - - 
2.10 PA2 19 - - SSI0Clk - - - - - 

a. J2.06 (PB7) は 0 Ω の抵抗を介して J3.04 (PD1) に接続します。 

b. J2.07 (PB6) は 0 Ω の抵抗を介して J3.03 (PD0) に接続します。 
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表 2-5  J3 コネクタ 
GPIOPCTL レジスタの設定 

J3 ピン GPIO Stellaris 
ピン GPIOAMSEL 1 2 3 7 8 9 14 

3.01 5.0 V 
3.02 GND 
3.03 PD0 61 AIN7 SSI3Clk SSI1Clk I2C3SCL WT2CCP0 - - - 
3.04 PD1 62 AIN6 SSI3Fss SSI1Fss I2C3SDA WT2CCP1 - - - 
3.05 PD2 63 AIN5 SSI3Rx SSI1Rx - WT3CCP0 - - - 
3.06 PD3 64 AIN4 SSI3Tx SSI1Tx - WT3CCP1 - - - 
3.07 PE1 8 AIN2 U7Tx - - - - - - 
3.08 PE2 7 AIN1 - - - - - - - 
3.09 PE3 6 AIN0 - - - - - - - 

3.10a PF1 29 - U1CTS SSI1Tx - T0CCP1 - C1o TRD1 

a. BoosterPack での使用は推奨しません。この信号は 0 Ω の抵抗を介して基板上の機能に接続します。 

 

表 2-6  J4 コネクタ 
GPIOPCTL レジスタの設定 

J4 ピン GPIO Stellaris 
ピン GPIOAMSEL 1 2 3 7 8 9 14 

4.01a PF2 30 - - SSI1Clk - T1CCP0 - - TRD0 
4.02a PF3 31 - - SSI1Fss CAN0Tx T1CCP1 - - TRCLK
4.03 PB3 48 - - - I2C0SDA T3CCP1 - - - 
4.04 PC4 16 C1- U4Rx U1Rx - WT0CCP0 U1RTS - - 
4.05 PC5 15 C1+ U4Tx U1Tx - WT0CCP1 U1CTS - - 
4.06 PC6 14 C0+ U3Rx - - WT1CCP0 - - - 
4.07 PC7 13 C0- U3Tx - - WT1CCP1 - - - 
4.08 PD6 53 - U2Rx - - WT5CCP0 - - - 
4.09 PD7 10 - U2Tx - - WT5CCP1 NMI - - 
4.10a PF4 5 - - - - T2CCP0 - - - 

a. BoosterPack での使用は推奨しません。この信号は 0 Ω の抵抗を介して基板上の機能に接続します。 
 

Stellaris® LM4F120 ローンチパッド BoosterPack XL インターフェイスのコネクタ J1 と J2 は、

MSP430™ ローンチパッド BoosterPack と互換性があります。表 2-3 「J1 コネクタ」と表 2-4 「J2 コ

ネクタ」において、網掛けで示した機能は MSP430 ローンチパッドとの互換性のある設定を示していま

す。 

Stellaris® BoosterPack および Stellaris ローンチパッド互換の MSP430 BoosterPack については、

www.ti.com/stellaris-launchpad をご参照ください。 

 

パワー・マネージメント (回路図は 19 ページ) 

電源 

Stellaris® ローンチパッドには、次の 2 つの電源のいずれかから電力を供給できます。 

 オンボード Stellaris® インサーキット・デバッグ・インターフェイス (ICDI) USB ケーブル (Debug、

デフォルト) 

 USB デバイス・ケーブル (Device) 
POWER SELECT スイッチ (SW3) を使用して、2 つの電源のいずれかを選択します。電源は 1 つだ

けを選択してください。 
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ハイバネーション 

Stellaris® ローンチパッドでは、LM4F120H5QR のハイバネーション・モジュールのクロック・ソース用

のクロック・ソースとして、外部 32.768 kHz クリスタル (Y1) が基板上についています。ハイバネーショ

ン・モード中の引き込み電流は、Stellaris® ローンチパッドに若干の変更を行うことによって測定できま

す。詳細はこの節の後で説明します。 

Stellaris® ローンチパッドのハイバネーション・モジュールに対するウェイク信号を生成できる条件は、リ

アルタイム・クロック (RTC) もしくはWAKE ピンのアサート時のウェイク1、またその両方です。2 番目

のユーザー・スイッチ SW2 は、マイクロコントローラの WAKE ピンに接続しています。WAKE ピンだ

けでなく、VDD ピンと HIB ピンにもStellaris® ローンチパッド上のブレークアウト・パッドを介して簡単に

アクセスできます。詳細については付録 A 「回路図」をご参照ください。 

Stellaris® ローンチパッドにはハイバネーション・モジュール用に外部バッテリ電源を搭載していません。

その為に、VDD3ON と呼ばれる電力制御メカニズムを使用する必要があります。このメカニズムは、内

部スイッチを使用して Cortex-M4F プロセッサへの電力を制御するだけでなく、I/O ピンの電力を保持

しながら、多くのアナログ機能とデジタル機能への電力を制御します。 

ハイバネーション・モード電流またはマイクロコントローラ動作電流を測定するには、3.3 V ピンと 
MCU_PWR ピンを接続する VDD ジャンパを外す必要があります。これらのピンおよびコンポーネント

の位置の詳細については、付録A 「回路図」をご参照ください。次に、IDD (または IHIB_VDD3ONAn) 
を測定するために、3.3 V ピンと  MCU_PWR ピンの間に電流計を配置する必要があります。

LM4F120H5QR マイクロコントローラは、VDD3ON ハイバネーション・モード中は VDD を電源として

使用するため、IDD はハイバネーション・モード (VDD3ON モード) の電流となります。この測定は動作

中に行うこともでき、このときIDD はマイクロコントローラ動作電流になります。 

クロック 

Stellaris® ローンチパッドは、16.0 MHz クリスタル (Y2) を使用して、LM4F120H5QR マイクロコント

ローラのメイン内部クロック回路に供給しています。ソフトウェアで設定されている内部 PLL では、この

クロックを分周化して、コアおよびペリフェラルのタイミング用に高い周波数を生成しています。 

ハイバネーション・モジュールには、外部 32.768 kHz クリスタル (Y1) によりクロックが供給されます。 

1. 基板に電源を接続してもオンにならない場合、マイクロコントローラがハイバネーション・モードである可能性があ

ります (プログラミングされたアプリケーションによって異なります)。プログラミングされたウェイク条件の 1 つを

満たし、電源を接続してマイクロコントローラをハイバネーション・モードから復帰させ、基板の電源をオンにしてく

ださい。 

リセット 

LM4F120H5QR マイクロコントローラへの RESET 信号を RESET スイッチおよび Stellaris® ICDI 
回路に接続して、デバッガ制御のリセットを行います。 

外部的なリセットは、次の任意の条件下でアサートされます (アクティブ Low)。 

 パワーオン・リセット (R-C ネットワークによるフィルタリング) 

 RESET スイッチの押す 

 デバッガの命令により Stellaris® ICDI 回路がリセットを行う場合 (この機能はオプションです。デバ

ッガによってはサポートされていない場合もあります。) 
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Stellaris LaunchPad 評価キットユーザーズ・マニュアル

Stellaris インサーキット・デバッグ・インターフェイス (ICDI) (回路図は 20 ページ) 

Stellaris® インサーキット・デバッグ・インターフェイス (ICDI) 

Stellaris® ローンチパッド評価キットには、オンボード Stellaris® インサーキット・デバッグ・インターフェ

イス (ICDI) が実装されています。Stellaris® ICDI により、LM フラッシュ・プログラマおよびサポートさ

れているツール・チェーンまたはそのいずれかを使用して LM4F120H5QR のプログラミングとデバッグ

が可能になります。JTAG と シリアル・ワイヤ・デバッグ (SWD) の両方がサポートされています。 

表 2-7 に、JTAG と SWD で使用するピンを示します。これらの信号は、簡単にアクセスできるブレー

クアウト・パッドおよび基板上のヘッダーにもマッピングされます。 

表 2-7  Stellaris® インサーキット・デバッグ・インターフェイス (ICDI) の信号 
GPIO ピン ピン機能 

PC0 TCK/SWCLK 
PC1 TMS/SWDIO 
PC2 TDI 
PC3 TDO/SWO 

 

仮想 COM ポート 

PC に接続すると、デバイスはデバッガおよび仮想 COM ポートとして列挙されます。表 2-8 に、COM 
ポートとマイクロコントローラのピンとの接続を示します。 

表 2-8  仮想 COM ポートの信号 
GPIO ピン ピン機能 

PA0 U0RX 
PA1 U0TX 
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第3章 ソフトウェアの開発 

この章では、フラッシュ・メモリのプログラミング手順と、ソフトウェア開発に関する一般的な情報を提供し

ます。 

ソフトウェアの説明 
Stellaris® ローンチパッドが提供する StellarisWare® ソフトウェアを使用することで設計に必要なてす

べてのペリフェラル・デバイスにアクセスが可能になります。オンチップ・ペリフェラルを StellarisWare® 
の一部として動作させるには、StellarisWare® ペリフェラル・ドライバ・ライブラリを使用します。 

StellarisWare® には、StellarisWare® ペリフェラル・ドライバ・ライブラリにサンプル・アプリケーション

のセットが含まれています。これらのアプリケーションにより、LM4F120H5QR マイクロコントローラの機

能を実証したり、Stellaris® ローンチパッド評価キット上で使うことができるアプリケーションを開発する

際にも役に立てることができます。 

ソース・コード 
www.ti.com/stellaris-launchpadから、ソース・コード・インストール命令を含む完全なソース・コードで提

供されます。ソース・コード・ファイルとバイナリ・ファイルは、StellarisWare ツリーにインストールされて

います。 

ツールのオプション 
ソース・コードをインストールすると、次に示すツール・チェーン用のプロジェクトまたはメイクファイル、あ

るいはその両方を含むディレクトリがインストールされます。 

 Keil ARM RealView® マイクロコントローラ開発システム 

 ARM 用 IAR Embedded Workbench 

 Sourcery CodeBench 

 Texas Instruments 製 Code Composer Studio™ IDE 

 
これらのツールの評価版は www.ti.com/stellaris からダウンロードすることができます。ただし、コード

のサイズに制限を設けているため、評価版のツールではすべてのサンプル・プログラムをビルドすること

はできません。すべてのサンプル・プログラムのリビルドやデバッグには、フルライセンスが必要になりま

す。 

各評価版ツールのインストールと使用に関する詳細は、弊社ウェブ・サイト www.ti.com/stellaris の評

価キットのセクションからダウンロードできるクイックスタート・ガイド (Quickstart-Keil、Quickstart-IAR) 
に記載されています。 

ツールの使用方法の詳細については、インストールしたツール・チェーンに含まれるドキュメントを参照す

るか、またはツールサプライヤの Web サイトに直接アクセスしてください。 

Stellaris® ローンチパッド評価キットのプログラミング 
Stellaris® ローンチパッドソフトウェア・パッケージには、各サンプル・アプリケーション用に事前にビルド

されたバイナリ・ファイルが含まれています。StellarisWare® をデフォルトのインストール・パス 
C:¥StellarisWare に イ ン ス ト ー ル す る と 、 サ ン プ ル ・ ア プ リ ケ ー シ ョ ン は  " 
C:¥StellarisWare¥boards¥ek-lm4f120xl" に格納されます。オンボード Stellaris ICDI を Stellaris LM 
フラッシュ・プログラマ・ツールで使用して、Stellaris® ローンチパッド上でアプリケーションをプログラミン

グすることができます。 
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Stellaris LaunchPad 評価キットユーザーズ・マニュアル

Stellaris® ICDI を使用して Stellaris® ローンチパッド評価キットにサンプル・アプリケーションをプログ

ラミングするには、次の手順で行います。 

1. LM フラッシュ・プログラマを Windows PC にインストールします。 

2. POWER SELECT スイッチを右側の Debug モードに切り替えます。 

3. USB-A ケーブルのプラグを PC 上の使用可能なポートに接続し、マイクロ B プラグをキットの 

Debug USB ポートに接続します。 

4. 基板上の POWER LED D4 が点灯していることを確認します。 

5. LM フラッシュ・プログラマを実行します。 

6. [Configuration] タブで、Quick Set コントロールを使用して EK-LM4F120XL 評価キットを選択しま

す。 

7. [Program] タブに移動し、[Browse] ボタンをクリックします。サンプル・アプリケーションのディレクト

リ (デフォルト: C:¥StellarisWare¥boards¥ek-lm4f120xl¥) に移動します。 

8. 各サンプル・アプリケーションには、専用のディレクトリがあります。ロードする必要のあるサンプル・

アプリケーションのディレクトリに移動して、バイナリ・ファイル (*.bin) が格納されているディレクトリ

に進みます。バイナリ・ファイルを選択して [Open] をクリックします。 

9. [Erase Method] を [Erase Necessary Pages] に設定して、[Verify After Program] と [Reset 

MCU After Program] のチェック・ボックスを選択します。 

10. [Program] ボタンをクリックして、Erase、Download、Verify の各プロセスを開始します。 
 

Verify プロセスが完了すると、プログラムの実行が開始されます。 
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付録A 回路図 

この節には、Stellaris® ローンチパッド評価キット用の以下の回路図を示します。 

 マイクロコントローラ、USB、拡張、ボタン、LED (18 ページ) 

 パワー・マネージメント (19 ページ) 

 Stellaris インサーキット・デバッグ・インターフェイス (ICDI) (20 ページ) 
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付録B コンポーネントの配置 

図 B-1 にコンポーネントの配置 (上面図) を、図 B-2 に基板の寸法を示します。 

図 B-1  Stellaris® ローンチパッドコンポーネントの配置 (上面図) 
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図 B-2  Stellaris® ローンチパッドの寸法 

 

注：単位: mil (1/1000 インチ) 

1 mil = 0.001 インチ (0.0254 mm) 
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付録C 部品表 (BOM) 

表 C-1 に、EK-LM4F120XL 評価キット用の部品表を示します。 

表 C-1  EK-LM4F120 部品表 
項目 参照記号 数量 説明 メーカー 部品番号 

1 C1-2 C7 C12 C14 5 コンデンサ、0402、X5R、10 V、低 ESR Johanson 
Dielectrics Inc 

100R07X105KV4T 

2 C25-26 C31-32 4 コンデンサ、10 pF、50 V、5%、NPO/COG、
0402 

村田製作所 GRM1555C1H100JZ01D

3 C28-29 2 コンデンサ、24 pF、50 V、5%、NPO/COG、
0402 

TDK C1005C0G1H240J 

4 C3 C5 C8 C15 
C18-19 C21 

7 コンデンサ、0.01 μF、25 V、10%、 0402 X7R 太陽誘電 TMK105B7103KV-F 

5 C4 C6 C10-11 C17 
C20 C23-24 

8 コンデンサ、0.1 μF、16 V、10%、 0402 X7R 太陽誘電 EMK105B7104KV-F 

6 C9 C22 2 コンデンサ、2.2 μF、16 V、10%、0603、X5R 村田製作所 GRM188R61C225KE15D

7 D1 1 LED、3 色 RGB、0404 SMD コモン・アノード エバーライト 
(Everlight) 

18-038/RSGHBHC1-S 
02/2T 

8 D2 1 ダイオード、デュアル・ショットキー、SC70、

BAS70 コモン・カソード 
ダイオーズ 
(Diodes Inc) 

BAS70W-05-7-F 

ライトン (Lite-On) LTST-C171GKT 9 D4 1 LED、緑 565 nm、クリア 0805 SMD 

ライトン (Lite-On) LTST-C171GKT 

3M 961102-6404-AR 10 H24 1 ヘッダー、1x2、0.100、T ホール、垂直タイプ、

覆い無し、0.220 Mate FCI 68001-102HLF 

11 H25 1 ジャンパ、0.100、ゴールド、ブラック、クローズ

ド 
スーリンズ (Sullins) SPC02SYAN 

12 J1 J4 2 ヘッダー、2x10、T ホール、垂直タイプ、覆い

無しスタッキング 

サムテック (Samtec) SSW-110-23-S-D 

13 J9 J11 2 USB コネクタ、マイクロ  B レセクプタクル
SMT BTTM MNT 

ヒロセ ZX62-B-5PA 

14 Q1-3 3 NPN SC70 プリバイアス 
 

ダイオーズ 
(Diodes Inc) 

DTC114EET1G 

15 R1-2 R9-16 R20 R26 12 抵抗、0 Ω、1/10W、0603 SMD パナソニック 
(Panasonic) 

ERJ-3GEY0R00V 

16 R3-5 R8 R27 5 抵抗、330 Ω、1/10W、5%、0402 ヤゲオ (Yageo) RC0402FR-07330RL 

17 R6 R17-19 R21-23 
R28 

8 抵抗、10 kΩ、1/10W、5%、0402 厚膜 
 

ヤゲオ (Yageo) RC0402FR-0710KL 

18 R7 R31 2 抵抗、1 MΩ、1/10W、5%、0402 ローム (Rohm) MCR01MRTF1004 

19 RESET SW1 SW2 3 スイッチ、タクト 6 mm SMT、160 gf オムロン B3S-1000 

20 SW3 1 スイッチ、DPDT、SMT 300 mA*2 @ 6V C&K コンポーネント JS202011SCQN 

21 U1 U2 2 Stellaris MCU LM4F120H5QRFIGA3 Texas Instruments LM4F120H5QRFIG 

22 U4 1 IC、単一電圧スーパーバイザ、5 V、DBV Texas Instruments TLV803MDBZR 

23 U8 1 レギュレータ、3.3 V、400 mA、LDO Texas Instruments TPS73633DRBT 

24 Y1 1 クリスタル、32.768 kHz ラジアル部品 (缶型) Abracon AB26TRB-32.768KHZT 

NDK NX5032GA-16.000000 
MHZ 

25 Y2 Y5 2 クリスタル、16.00 MHz、5.0 x 3.2 mm SMT 

Abracon ABM3-16.000MHZ-B2-T 

PCB に装着されていない部品のリスト (参考情報) 

26 C31 C34 2 コンデンサ、0.1 μF、16 V、10%、0402 X7R 太陽誘電 EMK105B7104KV-F 

27 R24 1 抵抗、330 Ω、1/10W、5%、0402 ヤゲオ (Yageo) RC0402FR-07330RL 

28 R30 1 抵抗、0 Ω、1/10W、0603 SMD パナソニック 
(Panasonic) 

ERJ-3GEY0R00V 
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付録D 参考ドキュメント 

本書の他にも以下の参考ドキュメントが www.ti.com からもダウンロードすることができます。 

 Stellaris LM4F120H5QR マ イ ク ロ コ ン ト ロ ー ラ の デ ー タ ・ シ ー ト  英 語 版 ( 文 書 番 号 : 

DS-LM4F120H5QR) 

 StellarisWare ドライバ・ライブラリ 英語版 

 StellarisWare ドライバ・ライブラリ・ユーザーズ・マニュアル 英語版 (文書番号: SW-DRL-UG) 

 
追加参考ドキュメント 

 逆電流保護付き低ドロップアウト・レギュレータのデータ・シート 英語版 (TPS73633DRB) 

 電圧スーパーバイザのデータ・シート 英語版 (TLV803) 

 
使用開発ツールに関する情報については以下のサイトをご参照ください。 

 RealView MDK の Web サイト: www.keil.com/arm/rvmdkkit.asp 

 IAR Embedded Workbench の Web サイト: www.iar.com 

 Sourcery CodeBench 開発ツールの Web サイト: www.codesourcery.com/gnu_toolchains/arm 

 Texas Instruments’ Code Composer Studio™ IDE の Web サイト: www.ti.com/ccs 
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